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東宮御所

G 
東京国際空港

G 
富山空港

G 
名鉄トヤマホテル

G 
平和通り

北陸銀行本庖前

G 
名鉄トヤマホテル

G 
富山市芸術文化ホール

G 
名鉄トヤマホテル
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Aオープニングパレー ド観覧席にご到着
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皇
太
子
同
妃
両
殿
下
は
、
「
第
日
回
国
民
文
化
祭
と
や
ま
%
」
に
ご
臨
場
、
併
せ
て

地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、
九
月
二
十
八
日
(
土
)
か
ら
九
月
三
十
日
(
月
)
ま
で
の

三
日
間
の
日
程
で
ご
来
県
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
八
日
午
前
、
富
山
空
港
へ
ご
到
着
に
な

っ
た
両
殿
下
は
、
午
後
か
ら
平
和
通
り

で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
を
ご
覧
に
な
っ
た
後
、
富
山
市
芸
術
文
化
ホ

l
ル
(
オ

ー
バ
ー
ド
・
ホ

l
ル
)
で
行
わ
れ
た
開
会
式
に
ご
臨
席
に
な
り
ま
し
た
。
式
で
は
、
皇

太
子
殿
下
か
ら
「
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
催
し
に
お
い
て
、
国
の
内
外
か
ら
の
参
加

者
相
互
に
、
そ
し
て
参
加
者
と
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
聞
に
交
流
の
輪
が
広
が
り
、
メ
イ

ン
テ
1

マ
に
ふ
さ
わ
し
い
大
絵
巻
が
描
か
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
お
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
両
殿
下
は
、
同
ホ
ー
ル
で
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
九
日
は
、
ま
ず
大
島
町
絵
本
館
を
ご
訪
問
に
な
り
、
創
作
し
か
け
絵
本
コ
ン
ク

ー
ル
へ
の
出
展
作
品
や
ジ
ャ
ン
ボ
し
か
け
絵
本
の
制
作
風
景
な
ど
を
ご
覧
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
両
殿
下
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス
で
つ
く
っ

た
両
殿
下
の
似
顔
絵
入
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
微
笑
ま
し
い
幕

も
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

(
へ
リ
オ
ス
)
で
ヤ
ン
グ

ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
ご
覧
に
な
り
、
地
元
の
ス
キ
ヤ
キ

・
ス
テ

ィ
ー

ル

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
な
ど
を
お
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

三
十
日
は
、
ま
ず
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
「
富
山
市
立
慈
光
園
」
お
よ
び
児
童
養
護

施
設
「
富
山
市
立
愛
育
園
」
を
ご
視
察
。
両
殿
下
は
、
機
能
訓
練
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
励

む
お
年
寄
り
た
ち
に
優
し
く
お
声
を
か
け
ら
れ
た
ほ
か
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち
の

交
流
の
輪
に
加
わ
ら
れ
、
あ
た
り
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
午

後
か
ら
訪
問
さ
れ
た
新
川
文
化
ホ

l
ル
で
は
、
富
山
ろ
う
者
劇
団
「
お
ん
に
よ
ろ
座
」

の
手
話
劇
を
ご
観
賞
。
同
ホ

l
ル
を
お
発
ち
に
な
る
前
に
、
劇
を
終
え
た
団
員
た
ち
に

「
練
習
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
、
励
ま
し
の
言
葉

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ご
滞
在
中
の
三
日
間
、
各
ご
視
察
先
で
の
県
民
の
熱
烈
な
歓
迎
に
、
終
始
笑
顔
で
子

を
振
っ
て
お
こ
た
え
に
な
っ
て
い
た
両
殿
下
は
、
清
々
し
い
余
韻
を
残
さ
れ
、
中
沖
知

事
ら
が
見
送
る
な
か
空
路
富
山
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

企艶やかな日本舞踊などをご鑑賞になりました。

オープニングフ工スティパルで 砂
お言葉を述べられる皇太子殿下

企富山市芸術文化ホールにご到着
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4
絵
本
・
つ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
ご
覧

.A大島町絵本館にご到着企ジャンボしかけ絵本の制作風景をご貰

県
民
の
熱
烈
な
歓
迎
に
手
を
振
っ
て
お
こ
た
え
に

4
な
る
両
殿
下

.. -包・:1三t'ñ]四E~.ー

名鉄トヤマホテル

G 
大島町絵本館

G 
ニチマ倶楽部

G 
福野文化創造センター

G 
名鉄トヤマホテル

4 

~ 
企絵本づくりをする子どもたちに、優しくお声をかけられる両殿下

ス
キ
ヤ
キ
・
ス
テ
ィ
l
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
ス
テ
ィ
l
ル
ド
ラ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ら
れ

‘
る
両
殿
下

5 
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-・・・・dI=l=tli]団=E~.ー
名鉄トヤマホテル

G 
慈光園・愛育園

G 
東京第一ホテル魚津

G 
新川文化ホール

G 
富山空港

G 
東京国際空港

G 
東宮御所

3 富山を後にされる両殿下

企お年寄りのクラブ活動状況をご監

企慈光国・愛育園にご到着

3お年寄りと子どもたちの交流の輪に、にこやかに加わられた両殿下企

企ろう者劇団 「おんによろ座」の団員に労いの言葉をかけられました。

企「いつまでもお元気で」の償断幕を掲げる園児たち

6 



化祭とやま'96
「いのちとくらし-とやまマンダラ大絵巻」をテー

マに、 9月28日(土)から 10月7日(月)までの 10日間に

わたって、第 11回国民文化祭とやま'96が開催され、

県内一円に様々な分野の事業が繰り広げられました。

期間中は、富山湾上フェスティバルや立山フェス

ティバル、となみ野お祭りー援など、富山らしさを

発揮した多彩なイベン卜を展開。出演団体は、圏内

から 870団体、海外からは過去最高の 27か国 39団

体、出演者数は総勢 2万5千人を数えました。また、

観客数は約 74万人に上り、訪れた人々は自然に恵ま

れた富山で文化の秋を満喫しました。

か
者
い
怨
佳
が

、，、

に
書
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ぐ
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l 五ひだ
場 22びま
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る

10 

名
水
の
里
・
黒
部
で
各
茶
道

流
派
が
一
堂
に
(
名
水
茶
会

‘
宮
野
運
動
公
園
)

<4 ....郷土色と国際色に彩られたパレード(オープニング

パレード富山市平和通り)

滑
川
目
立
山
・
新
湊
の
各
会
場
を
3
元
衛
星
中
継
で
結

ん
で
展
開
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
然
と
の
共
生
」

4
司
(
写
真
は
滑
川
市
民
会
館
)
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